
はじめに

⽇本鳩対策センターでは、2022年8⽉10⽇「鳩の⽇」に合わせて「鳩対策⽩書2022」を初めて発
⾏いたしました。今年も8⽉10⽇に「鳩対策⽩書2023」を発⾏します。

私たちは鳩の被害にあっている⽅、困っている⽅の声をたくさん聞いています。その反⾯、鳩が
好きな⽅、鳩がかわいいと思っている⽅もたくさんいらっしゃいます。
また鳩は『平和の象徴』とよく⾔われていますが、それが本当にみなさんの抱いている鳩のイ
メージなのか？鳩の本当の姿は何なのか？私たちスタッフも疑問に思うことがあります。
今回、インターネットによるアンケートを実施し、「鳩の本当の姿について」「鳩の被害につい
て」調査を⾏いました。私たちも「ハッ」と気づかされた結果がたくさんありました。その結果
を「鳩対策⽩書2023」にまとめて掲載いたします。

鳩対策⽩書を通して、鳩被害にあわれている⽅のお役に⽴ちたい、また少しでも多くの⽅に鳩の
ことや鳩以外のことを知っていただき、社会問題となりつつある鳩被害の解決に貢献したいと
思っています。

本⽩書が鳩対策のご参考となりましたら幸いです。

鳩対策白書2023
鳩の「ハッとする」情報をお届けする
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鳩のイメージ調査 「ハッとする」結果、発表します
鳩対策の専⾨家として鳩と⽇々関わる中で、「世の中の多くの⼈は鳩に対してどのようなイメージを
持っているのか聞いてみたい！」と、同センターとしては初めて鳩についてのアンケート調査を実施
しました。

調査概要
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調査名：鳩についてのイメージ・実態調査
調査⽇程：2023年6⽉13⽇〜20⽇
調査⼿法：インターネットによるアンケート
調査対象：20代以上の男⼥558⼈

（男性281⼈⼥性277⼈／20代20.3％ 30代20.1％ 40代20.1％ 50代20.1％ 60代以上19.5％）
有効回答数：523⼈ 

ひさし

調査トピックス

鳩のイメージを聞いたところ約6割が「公園でよく⾒かける代表的な野⿃」と回答。次いで「平和
の象徴」が33.5％、「糞害など迷惑な存在」が31.7％と拮抗した結果に。

（1）鳩について「平和の象徴」「糞害など迷惑な存在」という真逆のイメージが拮抗

特に60代以上の⽅では「平和の象徴」との回答が41.5％となり、20代の25.9％と⼤きな差が。年代
が⾼くなるにつれ、平和のイメージが強いという結果になりました。

また、糞害で迷惑な存在という回答も60代以上で40％を超え、他の世代と⼤きく差がでました。 



3

鳩への感情については「ほのぼの」が30％、「不衛⽣」が20.7％となり、ポジティブな感情がネガ
ティブな感情を上回る結果となりました。

また、「かわいい」と回答した男性は19.5％となり、⼥性12.3％の約1.5倍でした。逆に「気持ち
悪い」は⼥性13％、男性が6.1％で⼥性が男性の2倍という結果に。 

（2）鳩への感情は男女差があり「かわいい」と回答した男性は女性の1.5倍 

当センターにお問合せいただく個⼈のお客様の約7割が⼥性ということもあり、⼥性の⽅がネガ
ティブな感情を抱かれていることは、経験から感じていました。また、男性のお客様からの問い合
わせの場合も、⾃分⾃⾝が「気持ち悪い」「不衛⽣」と感じているというより、家族が感じている
から、というケースが多いです。鳩に対する感情に男⼥差があることがわかる結果となりました。

全体では13.8％が過去1年間に鳩にエサをあげたことがある、と回答。年代別では20代だけが
20％を超えました。また、エサをあげることはいいこと、と感じるのも20代が最多でした。 

（3）過去1年間で鳩にエサをあげたことがある人は20代が最多で2割を超える 

「どちらともいえない」が各年代で約5割〜6割という結果は、『昔は餌をあげることに抵抗はな
かったが、最近は餌をあげることが悪いことだという⾵潮なので、時代とともに変わるものだと思
います』『鳩は好きだが、鳩に餌をあげて糞被害を増やしている⼈は嫌です』というコメントに象
徴されている通り、鳩にエサをあげることが迷惑⾏為であるという認識がひろがっている影響が感
じられます。
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現在も含めこれまでに鳩による被害を経験したことがある⼈は、27.5％で4⼈に1⼈に上りました。
そのうち多くが糞害で77％、鳴き声、巣を作られた⼈もそれぞれ4⼈に1⼈となりました。 

（4）自宅で鳩による被害を経験したことがある人は過去と現在を合わせると約3割 

今現在被害にあっている⼈の約9割が⼾建てに居住し、⻑時間留守にしている割合が⾼いという結
果となりました。 

（5）鳩被害にあいやすい条件は「戸建て」「長時間留守にしている」など 

▲鳩の糞には⾷中毒やクリプトコックス症と
いったさまざまな病気の原因菌が潜んでいるほ
か、アレルギーの原因になることもあります。

▲鳩は⿃獣保護法で保護されているため、鳩
の卵がある場合は、地域の⾏政機関の環境局
へお問い合わせください。



考察
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⽇頃、鳩の被害でお困りの⽅々と接している私たちにとって、みなさんが持つ鳩のイメージは意
外なものが多かった印象です。
⼀⽅、鳩の被害に関する結果は、当センターがこれまで現場で把握している内容と⼀致していま

した。この結果から、鳩の被害がよくみられる場所に⾃宅がある⽅、⻑時間家を空けられることが
多い⽅は、ぜひ事前に鳩対策をしていただきたいと改めて実感いたしました。

鳩が⾃宅に来るようになってからでは、ネットを取りつけるなどの⼯事が必要になりますが、事
前対策であれば、キラキラのCDをつるす、鳩除けの薬を置くなど⾃分でできる対策で⼗分効果が
得られます。

また、新たに太陽光パネルを設置される場合は、屋根とパネルの隙間が狭いかどうか(5cm未満
を推奨)を確認していただきたいです。近年、太陽光パネルでの鳩被害が増加傾向にあり、新築時
に隙間を狭くすることで予防ができます。事前対策をしっかりすることによって、安⼼な⽣活を得
ることができるのです。鳩が来るか来ないかは鳩のみぞ知る、ですが、万が⼀の時に備えることが
⾮常に重要であることを私たちも実感しました。

今後も事前対策により被害を抑えられることを引き続き発信し、鳩の被害にあわない住環境づく
りに貢献したいと考えます。  

また、今被害にあっている⽅の⾃宅
から徒歩10分以内には川や池、⽥んぼ
など⽔辺が多く⾒られることがわかり
ました。これまで当センターでも、⽔
辺近辺の被害が多い傾向を把握してい
ましたが、裏付けられる結果となりま
した 。 

▲屋根と太陽光パネルの間に巣を作られる
ことも。

▲鳩は1⽇に⼤量の糞をします。また、糞を
放置していると何度もやってきます。



⾳楽界で知られる鳩といえば、あの『ぽっぽっぽ 鳩ぽっぽ〜』という歌。1911年発⾏の国定教
科書に初めて掲載され、作詞・作曲者は不詳なのですが、この曲のタイトルは「鳩」なのです。
「鳩ぽっぽ」という曲が実は1901年に作られており、作曲は滝廉太郎さん、作詞は東くめさん
（「雪やこんこん」「お正⽉」を作詞した⽅）とされています。この「鳩ぽっぽ」が元となり、私
たちに馴染み深い「鳩」が作られたと⾔われています。その後、1941年の教科書では「鳩」が「ハ
トポッポ」と改題されて収録されました。

私たちの⽣活に⾝近な存在の鳩ですが、古今東⻄で芸術作品の中にも登場してきました。今回は芸
術の中でも「⾳楽」と「絵画」に登場する鳩についてお伝えしたいと思います。 

「鳩ぽっぽ」はあの曲じゃない？
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ジブリ作品「天空の城ラピュタ」で主⼈公の少年パズーが屋根の上で吹く曲が「ハトと少年」で
す。久⽯譲さんの作曲で、トランペットを吹くパズーの周りを⽩い鳩が⾶んでいるシーンが印象的
です。ちなみにこのトランペットを演奏したのは数原晋さん（2021年没）。「必殺シリーズ」や
「北の国から」の演奏も担当されていた有名なトランペット奏者です。

映画音楽「ハトと少年」 

キリスト教絵画において、鳩は聖霊を象徴する重要なシンボル
として頻繁に描かれています。
聖書によると、イエス・キリストが洗礼を受けたとき、天から

⽩い鳩が降りてきて聖霊の姿となりイエスの上にとどまったとさ
れています。このため、鳩は聖霊の存在を表現するシンボルとし
て、キリスト教の芸術において広く⽤いられています。

中でも神とキリストを結ぶ線上に鳩が描かれる構図が多く⾒ら
れます。鳩が光を放っていたり、神と⼀体化していたりする表現
も。また、マリアの受胎告知を描いた絵画では、鳩が頭上に降り
てきたり、⽿元にくちばしを寄せる構図がよく⾒られます。この
描写は、鳩を通じて神の⾔葉がマリアに伝えられたという解釈に
基づいています。キリスト教絵画を鑑賞する際には、ぜひ鳩の存
在を探してみてください。 

キリスト教絵画の世界では、鳩＝精霊

私たち鳩、芸術の世界でも羽ばたいてます

・「鳩」
作詞・作曲不詳
1911年

鳩×音楽

参照
・「鳩ぽっぽ」
作詞: 東 くめ 作曲: 瀧 廉太郎 
1901年７⽉出版「幼稚園唱歌」の12曲⽬。

鳩×絵画

アンドレア・デル・ヴェロッキオ＆
レオナルド・ダ・ヴィンチ 
「キリストの洗礼」 （1470-1480）



旧約聖書の『ノアの⽅⾈』の中で、鳩が平和を告げる役割を担っ
ていたことから「鳩＝平和の象徴」というイメージがキリスト教世
界では定着していきました。その後、世界的にこのイメージが広
がったきっかけは、スペインの画家パブロ・ピカソが1949年にフラ
ンスのパリで開催された最初の「平和擁護世界⼤会」で、⼤会のポ
スターにハトを描いたこととされています。 ピカソは幼少期から鳩
が⼤好きだったそうで、娘の名前にも鳩と名付けるほど。そこには
美術教師だったピカソの⽗ホセ・ルイス・イ・ブラスコの影響が⼤
きかったとされています。ホセは、鳩の絵をたくさん残しています 。

平和の象徴としての鳩
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日本の絵画作品に登場する鳩 

古今東⻄の芸術作品に登場する鳩たちを⼀部紹介させていただきましたが、⽇本では今も昔もと
ても⾝近な存在であることがわかりました。⻄洋を中⼼としたキリスト教⽂化の中では、鳩は精霊
としてのイメージや平和の象徴のイメージなど、⾝近ながらも少し崇⾼なイメージを持たれている
ようですね。

まとめ 

また、メキシコを代表する画家フリーダ・カーロの最後の⾃画像
（未完成作品）にも⽩い鳩が描かれています。この絵は「マルクス
主義は病⼈に健康を与える」というタイトルで、社会主義に傾倒し
ていた彼⼥の信念を表しており、背景の半分には平和をもたらすも
のの1つとして鳩、半分には悪と破壊が描かれています。多くの病
気や右⾜の切断などで晩年は寝たきりとなった彼⼥が、亡くなる直
前に病床で描いた1枚です 。
 

江⼾時代の浮世絵師・喜多川歌麿による花⿃絵本 『絵本百
千⿃・百千⿃狂歌合』にも鳩が描かれています。江⼾後期の
作品で、⾒開き（1図）に2種類の⿃とそれぞれを詠んだ狂歌
（短歌の⼀種）で構成されています。燕と雉、鷹と百⾆など
全部で15図からなりますが、鳩と⼀緒に描かれているのは雀
です。今も⾝近に⾒かける⿃の2トップだと思いますが、江⼾
時代も⾝近な⿃同⼠だったから組み合わせられたのでしょう
か。ちなみにここに描かれているのは⽻の模様からキジバト
と推測されます。キジバトは⽇本に原⽣の鳩で、別名ヤマバ
トとも呼ばれています。

ホセ・ルイス・イ・ブラスコ作
「鳩」

フリーダ・カーロ 「マルクス主義
は病⼈に健康を与える」 （1954）

喜多川歌麿
「絵本百千⿃」（えほんももちどり）
出典：国⽴国会図書館

「NDLイメージバンク」 
(https://rnavi.ndl.go.jp/imagebank/) 



⽇本鳩対策センターでは全国のネットワークを活かし、数多くの鳩対策に取り組んできました。
マンションなどの集合住宅、⼯場や倉庫などさまざまな被害に対応する中で、⿃害は時間が経過する
ほど被害が深刻化し、⼀般的な対策では効果がなかなか出にくくなることを痛感しています。近年で
は予防対策の依頼が増加し効果を上げていることから、今後はさらに予防の意義を多くの⽅に知って
いただきたいと思っています。

鳩は多くの⽅にとって⾝近な⿃であり親しみのある⿃ですが、その被害に悩んでいる⽅、事業所の
⽅も多く存在します。まずは8⽉10⽇ハトの⽇に、鳩について正しく知っていただくことで、深刻な
被害を防ぐお⼿伝いができればと思っております。今後も⿃害でお困りの⽅に、有益な情報を発信し
てまいります。

以前の公式サイトが⼯場や倉庫の⿃害に特化していたにも関わらず、マンションの管理会社やオー
ナーからの相談が数多く寄せられていました。マンションの鳩被害の深刻さを改めて実感し、全国で
も初めてとなるマンションの⿃害対策に特化したホームページを2023年4⽉1⽇に開設いたしました。
マンションで鳩被害に困っている⽅々の悩みを解決し、建物環境を改善するため、今後も役⽴つ情報
を発信していきます 。
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おわりに

鳩対策⽩書 2023
発⾏⽇／2023年8⽉10⽇（ハトの⽇）
発 ⾏／⽇本鳩対策センター
●本社
〒166-0003 東京都杉並区⾼円寺南3-55-16
●全国ネットワーク総合本部
〒578-0983 ⼤阪府東⼤阪市吉⽥下島14番7号
電話番号 0120-810-179
FAX番号 0800-100-0698
メールアドレス info@hatotaisaku.jp

◀  公式サイトはこちら
 の⼆次元バーコード
 からご覧ください

サイトURL https://www.hatotaisaku.jp/

お知らせ

2023年4月、マンションの鳥害対策の専門サイトを立ち上げました

マンション専⾨鳩対策サイト
URL：https://www.hatotaisaku.jp/mansion/ 


